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◆「監視指導計画」に基づく監視指導等 （食品関連施設 ８千件余）

実践的な５つのポイント

○見る・調べる（立入検査・収去検査）

○助け合う（連携確保）

○育てる（自主的な衛生管理の推進）

○語り合う・教える（リスクコミュニケーション・普及啓発）

○学ぶ（資質向上）

◆食中毒予防対策
○ノロウイルス食中毒 …… 仕出し弁当、宴会場、給食施設等
○食肉による食中毒 …… 生食用食肉等を提供する施設

【 国 】平成２３年１０月１日より「生食用食肉の新たな規格基準」を施行
【秋田市】平成２３年１０月１日より「生食用食肉の取扱に関する指導要綱」を施行

○大規模食中毒 …… 弁当調製施設、宿泊施設（高校総体関連）
○自然毒による食中毒…… フグ取扱施設。毒キノコなどの情報提供

◆適正な食品表示
○食品添加物、アレルギー物質表示の設定記録、期限設定の根拠
○アレルギー物質のコンタミネーション防止対策
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○ 食べ物が原因で、腹痛、下痢、発熱など、体の具合が

悪くなること

○ 食中毒の原因

・細菌やウイルスなど（一番多い）

・毒キノコや魚のフグが持つ自然毒

・化学物質など

○ 細菌やウイルスがたくさんついているところ

・汚れた手 ・よく洗っていない食べ物

・料理したあとの調理器具

○ 潜伏期間

多くの食中毒は、細菌、ウイルス、毒が体の中に入っ
てから１日から２日後におこりますが、短い場合は食後
３０分、長い場合は食後１週間以上たってからおこる

食中毒ってなんだろう



食中毒は一年中発生しています
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発生患者数の最も多い食中毒

ノロウイルス

・手指や食品などを介して、口から入り感染し、

ヒトの腸管で増殖する。特に冬期に多く発生する。

・主な症状は、吐気、嘔吐、下痢、腹痛、軽い発熱。

・感染から発症までの期間は、２４～４８時間。

近年増加中
食中毒患者数
が最も多い

※冬の食中毒、はく風邪、大規模な集団感染をおこすのが特徴。



カンピロバクター

・鶏や牛などの腸管に存在している。

・菌に汚染された肉やレバーの生食等により発症。

・主な症状は、下痢、腹痛、発熱。

・感染から発症までの期間は、２～５日。

腸管出血性大腸菌

・牛などの動物の腸管に存在している。

・菌に汚染された肉やレバーの生食、加熱不足等

により発症。

・主な症状は、腹痛、血便。

・感染から発症までの期間は、１～１０日。

食肉の生食や加熱不足が原因で発生している食中毒

近年増加中

広域散発発生
小児の重症化



家庭でも発生しています
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細菌やウイルスは食材やキッチンに
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ま と め
１ 食中毒予防

○生肉、生魚、生卵には食中毒菌。

※生食用として提供された肉でも、子ども、お年寄り、抵抗力の弱い方は、

生で肉を食べない。

○二枚貝（カキやハマグリなど）にはノロウイルス。

○食中毒菌を増やさないように温度管理に注意。

○食中毒菌を他の食品に付けないよう手洗い、調理器具の取扱いに注意。

○食中毒菌、ノロウイルスをやっつけるため、しっかり加熱。（85℃、１分間）

２ 食中毒かなと思ったら

○食中毒は初期は軽くても急激に悪化する場合があるので、少しでも疑われ

るようなことがあったら早めに医師の診断を受けることが大事。

３ 意見募集

○平成２４年度秋田市食品衛生監視指導計画（案）に対する意見募集中。

○２月１日から２月２９日まで。保健所ホームページ、広報あきた２月３日号。


